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                 Lawrence has been regarded by a number of critics of the world

              as a novelist, a philosopher, a preacher and sometimes a poet.

              Nothing is more difficult than to decide the question definitely as to

              what sort of an artist he is, because hemay safely be said to be any

              of them and at the same time none of them. When one looks at

              Lawrence's``Love ethic"carefully, however, or at any other identifiable

              body of ideas put forth by him, it will become clear that it is a

              mixture of sense and nonsense, when it is not a mixture of wisdom

              and corruption. After this has been noticed, it should remain

             undeniable that the highest value of Lawrence's work lies in his

             poetry. Obviously his poems are the inner flow of a man in the act

             of becoming aware not only of his feelings and their cause, but of

             their full implications.

                 This essay begins with an analysis of the developmellt of

             Lawrence's heart, interpreting along authodox lines some noticeable

             characteristics in his poetry. This essay will next emphasize the

             poetical side of Lawrence until it arrives at the subtitle`A poet

             without a mask.'

  1.Introduction:一              は真 実 に徹 し よ うとす る 態 度 に あ らわ れ て い るの で あ っ

詩 は 騰 生 瀧 素 枷 。と る時 で す ら,,」,説 の 場 合 の こ て ・ 彼 は事 象 の 中 に ・ 人 聞 の 朋 に ふ れ る以 上 の 世 界 を

                                             追 求 し よ う と した の で あ っ た 。と く
,事 実 のveri-similitudeを 厳 重 に 要 求 す る もの で

は な い。L。w。en。eの よ うに,強 い 独 創 的 なim。gi。 。。y "Bi「ds・Beasts and Flowe「s"の 収 ・ 彼 の 芸 術 の

を もつ人 に と って は ・Sh。p。 i、 n。thi。g・ な の で 効, 客 観 性 が は っ き り と 読 み と られ ・ それ カ§小 説 以 上 に

その 強 い,繍 が 背 景 や 描 写 を 歪 め て しま った の で あ ろconvincingな 力 とな って し'る よ うに思 う・

う。                        II. Lawrenceの 心 意 の発 展 と詩 人 と して の展 開

 Lawrenceが 代 表 的 詩 作 と もい うべ き"Birds, Beasts  (i)The Failure of Love

and Flowers"の 中 で,心 のsymbo1を 人 間 に 求 め な   Lawrenceは 炭 抗 夫 の 家 に生 れ,母 の 素 質 を多 く う

い で,自 然 に求 め た とい う こ と,又 それ が 詩 の 世 界 で  け て そ のcircumstanceか らの 脱 出 をは か る が,教 養,

あ る と い う こ とが,Lawrenceの 客 観 性 を 砕 か ず,  社 会,文 明 な どは,た だ 単 にidealismのsymbo1に す

egoisticに な る 危 険 性 を 遥 か に 少 く して い る 所 以 で あ  ぎ ない もの で あ り,生 命 の な い 亡 霊 で あ り,死 の世 界 で

る とい え よ う。                 あ る こ とを知 って,激 しい 憎 悪 と苦 悶 を 抱 く よ うに な る 。

 Lawrence'は 物 の外 相 を見 な いidealistで は 決 して  "Sons and Lovers"に 於 け るMiriamは`worn-out

なか つ た。idealis皿 はicolloclastと してLawrence Christian-ideal Love'の 権 化 で あ り,人 を愛 す る とい

が 反 抗 し た第 一 の もの で あ った 。 然 し乍 ら彼 のrealism  うromanceを 愛 す る にす ぎな い こ とを知 る。 Miriam

                                             と別れLolldonで 教 職 に っ く。 そ の 問 に倦 怠 と苦 悩 と

   *本 学外国 語科(Department of Liberal Arts and   反 動 のschool poemsが 作 られ る。 Claraか ら性 に解

   Sciences-Fo「eign Languages)         放 され た 女 性Helenへ の 遍 歴 が は じ ま る。 情 痴 の 詩 が

                                        (1)
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澱むが，彼が意図した女性による生命の進展は，予期に

反する。失望の最中に母を失う。母との絆がとれた時

LOveによる創生の失敗を痛感する。それは最も原始的

な形相をもつと信じた愛の死であった。然し乍ら母の死

によってLawrenceは過去から解放される。

  My1itt1e1ove，my dearest，

  Twice have you issued me，

  Once from your womb，sweet mother，

  Once from your womb，to be

  Free of a11hearts，my dar1ing，

  Of each heart’s entrance free一（1）

 “Love Poems and Others”及ぴ“Amores

Poems”には，そのほか‘Anxiety’，‘Patience’のよう

なimagismの詩や，‘A Baby Running Barefoot’，

‘A Baby AsIeep after Pain’のような実に生々しい

印象派的な詩も見られる。Lawrenceは‘Notes of

Co11ected Poems’と題して次のように云っている。

  “They were strugg1ing to say something

  which it takes a man twenty years to be

  ab1e to say・…

   A young man is afraid of his demon and

  puts his hand over the demon’s mouth

  sometimes and speaks for him．And the

  things the you損g man says ave very rare1y

  poetry．

   So I have tried to1et the demon say his

  say，and to remove the passages where the

  yomg man intruded．”（2）

 詩はrea1demonが人間からひき出すものである。

従ってLawrenceの詩はidea1ismの破壊から生ずる

のである。

 （ii）The First Step to Fu皿1㎜ent（Marriage）

 Friedaと結ばれることによりLawrenceは，社会と

愛慾との新たなる斗争に入る。そして愛は苦痛となる。

  I have seen it，fe1t it in my mouth，

  my throat，my chest，my be11y，

  Buming of powerfu1sa1t，buming，eating

  through rαy defence1ess nakedness

  I have been thrust into white，sharp crysta1s，

  Writing，twis亡in＆superp6netrated

       －She1ooks Back一（8）

 このような葛藤の末に‘L00k！We Have COme

Through！’と高らかに歌って，拡充と新生の第一歩を

踏み出すのである。Lawrenceは第一次世界大戦により

沈黙を余儀なくされる。ドイツ人を妻に持つことから派

生する社会的政治的圧迫ξの斗争の段階に入る。‘the
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emotiona1 background of the war produced

temporary b1ankness’＊となったのである。彼のそれ

までの詩の‘critica1pre1ude’となった“New Poems”

と“Baプ’はこの時期の作品であるが，これらの詩に含

まれるimageは，多くは濁っておりgrimでgrOSS

で而も悪魔的enchantmentを持っている。War idea

というdark pitの中でもがいている不安がひしひしと

感じられる。

  Last night a thief came to me

   And struck at me with something dark

  I cried，but no one cou1d hear me，

  I1ay dumb and stark

  When I awoke this moming

   I COu工d ind nO traCe；

  Perhaps’twas a dream of waming

   For I’ve1ost my peace

      －Thief in the Night一（4）

 ‘The North Country’では意志も力もなく，歯車の

単調な眠りにひかれる機械のようにうそぶく北国人を，

又‘Sickness’では手にふれるものは，ただ荘洋とした

夜でありeternityの戸を開き，恐ろしいdaWnにま

きこまれる不安，即ちrea1ityを歌い上げている。

 （iii）The Fai1ure of Friendship，the Fai1ure of

Leadership

 第一次大戦後のLawrenceはiconOc1astとしての

闘いの連続であった。彼はSeXから出発し，SeXより

高きものへ到達しようとして，人間同志の窮極の世界，

即ち，生も死も超越して，世界を相互に交すという関係

をfriendshipに求めようとしたが失敗する。彼は人間

がより高い，大きな魂に従属する時にはじめて‘eg0の

たたかい’は止んではじめて成就達成に至ることを知る。

 LawrenceはEurope，civi1ization，idea1ismの

doomから就申Europeから逃避しようとして，Ita1y，

Sici1y，B1ack，Forest，Ind－iaそしてAustra1iaへと

流浪する。Austra1iaは広漠としていて，太陽も月も植

物も海も，そして誰からも嘗て一度も呼吸されたことが

ない位に澄みきった空気等，ことごとく彼によってat－

tainされCreateされるのを待っているような感じを

抱く。やがて彼はLeaderとして，creatorとしての
自尊心を抱くようになる。

 Lawrenceの心意の発展は葱に於て。1imaxに達し
たのである。‘at that moment the sea seemed t0

have1ike the serpent of chaos that has1ived for

ever．’（5）に於けるthe serpentはLawrenceの所謂

the1ordof1ifeであり，etema11ifeということが出

  ＊H．Gregory，“Pi1gri狐s of the Apoca1ypse，”

（2）
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来る。

  Lawrenceは形相下にひそむnew creatiOnを見，

reve1ationを感じ，manifestationを知り，Dar良God

をつかんだのである。これがLawrenceに於ける．形而

上学の頂点といえるのではなかろうか。POtterはそれ

を “Aaron’s Rod” “Kangaroo” “The P1umed

Serpent”によって推論しており，そしてこの径路をと

る詩こそ“Birds，BeastsandF1owers”なのである。

  小説に於ては“The white Peacock”ではじまり

“The Rainbow”で象徴的高さに達し，やがて再び澱ん

で“The P1umed Serpent”で頂点を極めることにな

るのだが，この曲線は詩に於ても同様である。然し乍ら

詩に於ては，小説より遥かに波長が大きく“Birds，

Beastsand F10wers”でその。urveがぷっつりと切れ

て，僅かな波動が1929年以後の三つの詩集になったと考

えられる。

 III．LaWe血㏄の詩の特質

 Hassa11の言う‘his丘nest sing1e vo1ume’＊とみら

れる“Birds，Beasts and F1owers”を中心にLa－

wrenceの詩は展開される。初期の“Love Poems and

Others”及び“Amores Poems”は比較的表面的な情

痴の世界を描き“L00k！We Have ComeThrough！”

に至って，愛慾との闘争となり，“Birds，Beasts and

F1owers”では更に深く認識下の愛を歌い，愛慾の神秘

を捕え，愛以前の世界を感知している。

 初期の詩ではLawrenceは故意にrea1demOn即

ちrea1ityの口に手をあてて，そのimageとthought

を歪曲し，混乱させたが，その幼稚さや卑怯さは次第に

影をひそめ，rea1demOnと真正面から立向って，偽職

を許さない冷厳な勇気を持つに至っている。

 彼のinsightと penetratiOnがrea1ityの中にく

いこんできたということが出来る。彼の激情の溢れんば

かりの生命力は常軌のrhythmから逸脱してしまう。

 初期のVerSi丘CatiOnは，舌たらずの子供のことばを

連想させるものと，rigidでgrOSSなものから成り立

っている。

  こうした定型律の不自由さが彼を自由詩へ赴かせたと

いうことができる。

 Phoenixの中で

   “I used to fee1myse1f at times haunted by

   something，and a1itt1e gui1ty about it，as if

   it were an abnorma1ity．

   Then the haunting wou1d get the better of

   me，and the ghost wou1d sudden1y appear in

   ＊H．T．Moore，D．∬．Lαmmmce M兆。e〃αmツ，

き詩 人、

p．371，Heinemam．
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   the shape of a usua11y rather incoherent

   poem．”（3）

といい，更に言葉を次いで

   “From the irst，I was a1itt1e afraid of my

   rea1poems－not my“Compositions，”but the

   poems that had the ghost in them．They

   seemed to me to come from somewhere．I

   didn’t quite know where，but of me whom I

   didn’t know and didn’t want to know，and to

   say things I wou1d rather not have said；for

   choice．But there they were．I never read

   them again．”（7）

と告白している。

  Hassa11が指摘するように

   “Technicany，it showed that he was rejecting

   the ear1ier influences on his work＿notab1y

   the verse of Hardy＿and was fee1ing his way

   toward a1ess forma1ized，free sty1e，adapted

   to his purpose from Whitman．”（8）

 “Bir（1s，BeastsandF1owers”はLawrenceの自

由詩の真骨頂であり，そのrhythm感覚は溌刺として

おり，精力的でありvo1uptuousでとめどない樹液のし

たたりを感じさせるものである。

 初期の詩が殆んど30行に満たないのに対して，自由詩

では100行を超える長いものが多く，時にはそれ以上に

及ぶものも見うけられる。自由詩にみられる，一貫した

緊張，ひたむきの圧力，蛇のような執念等が， 詩の余

韻を奪ってしまい，同時に拠物線のような永劫の，

inde自niteな韻を導き出しているのである。

 ‘Giomo dei Morti’のrhythmは普通の韻律から大

きく逸脱している。iambicの5feetが3beatによ

って圧迫されiambicはdacty1icになる傾向をみせ，

1ineの語尾は，消え入るような摩擦音と長母音に終り，

i，s，z，f，v，9，m，等のmu田ed toneとなっている。

音と色彩と形象が揮然一体となっている詩は，まさに無

類といってもよカ）ろう。

   A1ong the avenue of cypresses

   A11in their scar1et c1oaks and－surp1ices

   Of1inen，go the chanting choristers，

   The priests in go1d and b1ank，the vinagers＿

   And a11a1ong the path to the cemetery

The round dark heads of men crowd si1ent1y，

And b1ack－scarved faces of womanfo1k，

wistfu11y

Watch at the bamer of death，and the

myStery．

And at the foot of a grave a father st如ds

（3）
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   With sunk㎝head；and forgotten，fo1ded

   hands；And at the foot of a grave a mother

   kneeユs With pa1e shut face，nor either heads

   nor fee1s

   The coming of the chanting choristers

   Between the avenue of cypresses，

   The si1ence of the many vi11agers，

   The cand1e一且ames beside the surp1ices，

           ＿Giorno dei Morti＿（9）

 又，Even iron can put forth，

     Even iron

     This is the iron age

ではじまる113行の‘A1mond B1ossom’（工。）や

   E㎎1・・d…m・f・11・fg・・…、印m・・

   Fu11of graves，

   Women I1oved and cherished，1ike my

   mother；Yet I had to te11them to die．

ではじまる‘Spirits Summoned Last’（11）と題する94

行の自由詩の申に，人の心を詩の世界へぐっとひきつけ

る，たくましさと深遠なる暗示がありありと示されてい

る。

 Lawrenceは定型律の詩で窒息しそうになり自由詩

へ逃避し，自由奔放な生のままの思想をその申にぶつけ

たのである。それは恰度，小説に於て所謂小説的技法を

無視し（僅かに“SOns and LOves”に小説的技法が認

められるだけである）。生のままの自己を作品にぶちまけ

たこと，そして，どの作品にもLawrence自身のin－

CarnatiOnが登場して，小説の申で白ら語り行動し，思

索していることにより，そのuniqueなsty1eが形成

されたのと軌を一にするものといえよう。Hassa11が指

摘するように‘Lawrence’s form of verse was a

natura1deve1opment out of his view of1ife

itse1f’（ユ2）なのである。

 Lawrenceの作品の申で，その詩は極めて散文的で

あり逆に散文が詩的であることに気付く。それはとりも

なおさずLawrenceの芸術の特異性であり，形式にと

らわれない詩人としてのLawrence，生来の詩．人として

のlLawrenceの面目躍如たるところといえよう。

 LawrenceのSocia1mechanismへの反抗Mach－
ineryへの呪胆は，彼の詩に，しばしば絶望的な空．軽を

斉らしている。およそ詩の素材に相応しからぬ素材を用

いて，自由奔放に歌いあげる詩人のうわずりが，何事に

も妥協しない激しさを一種の狂気にかえてしまうのであ

る。

 Rhyming，Unrhymingの別なく，上記の素材が現

われるが特に“Moτe Pa皿sies”及び“lLast Poems”

の中に，その傾向は顕著である。

   Hard，hard on the earth the machines are

   rouing，but through some hearts they wi1ユ

   ・neVer rO11．一

      ＿The Triumph of the Machine＿（ユ3）

   And the machine has entang1ed the brain，

   and got it fast，And stee1has twisted the

   1oins of 叩早n・ e1ectricity has exp1oded the

   heart．

          一Dark Satanic Mi11s一（14）

   I，with them，am1iving dead，mechanica1

   ens1aved at tb－e machine．

   ＿We Die Together，More pansies，p629＿

   And there’s no escape，for the iron goes

   through th♀ir genita1s，brains，and sou1s・

      一What is a Man to DoP一（15）

 This is the machine incamate：

 And the robot is the machine incamate

 And the s1ave is the machine incamate

 And the hope1ess inferior，he is the machine

 inCarnate

            －The Gu1f＿（10）

 Man invented the machine

 And now the m－achine has invented man

        －Men and Machinery一（ユ7）

 Machines of iron must be tended by hands

 of iesh

           －Ho1d Back！一（ユ8）

 The machine has got you，is turning you

 round and round and confusing you， and

 fee1ing itse1f on your1ife

     －Side－Step，O Sons of Men．一（19）

 S1ip aside，s1ip out from the entang1ement

 of the gigg1ing machine

                －Ditto・一

 〇h，in the wor1d of the Hesh of man

 iron gives the dead1y wound

        －What then is evi1P一（20）

Lawrenceの機械文明に対する呪咀は，素材として

不明格なものを詩に登場させたことにより狂気に通ずる

ものであるが，たとえ狂気といわれようと敢然と鉾先を

向け通したところにLawrenceの悲劇があり二機械工

業を手工業の昔に逆転させようとすることが，政治的，

経済的，社会的解放を前提としてはじめて成立つ仮説で

しかありえないということを承知の上で恣意的な反抗を

繰り返しだしawrenceは，‘侯むに侯まれぬartist’に

（4） 中部工業大学紀要
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他ならないのである。

  この闘争はLawrenceが臨終の床にあっても，うわ

ごととなって現われた程‘侯むに侯まれぬ’ものであった

   Industria1ism，machines and machine－minders

   were the evi1，and must be tota11y abo1ished．

   He had rea11y be1ieved at times that he cou1d

   do this by himse1f．（21）

 Haro1d MonroはLawrenceの初期の詩から，その

官能の客観性を若干疑っているように記述している。

   “Swinbume’s sensua1ity was subject to his

   art．Lawrence has but1itt1e power to trans－

   mate his fee1ings，and writes a1most entire1y

   in the first persOn singu1a「．．．．’

   Things outside himse1f are on1y beautifu1as

   symbo1s of his own sexua1emotions．Natura1

   beauty is re1ent1ess1y dragged down into the

   hot chamber of the human senses．”（22）

  しかし‘Giomo dei Morti’一つとってみても，更に

“Birds，BeastsandF1owers”によりLawrenceの

描写力がいかにすぐれていたかを知ることが出来る。特

に0bjective rea1ismを拠点にして物象の底辺にまで

突入しようとした“Birds，Beasts and F1owers”は

thingsとしての展開をとげているが故に，それは必ず

しもfantasticでintangib1eなものではありえない。

感覚を通したidea1WOr1dはそれ自体rea1iSmの上

に立っていてrea1ityの内在として，物それ自体の展開

と創造をなしているのである。

  初期の詩では， バラも百合も，金魚草も悉くLa－

wrenceのPassiOn F10werであり熱病的叫喚であっ

た。しかもLawrenceのrea1ityに徹するinsightは

‘E1ephant’や‘Kangaroo’や‘Sici1ian Cyc1amen’

等の申で十分な客観描写を与えており，遂には‘Fish’

‘TortoiseShout’等に於て，物の底に存在する真実を

残酷な迄にえぐり出しているのである。

  Lawrenceの詩作は主として国外でなされたときく。

従ってexOticなネバッコサが充満し，彼のpassiOnは

Dark b1oodとなって欝血している。彼は血，原始，

SeX，女，官能等を飽くことなく歌いあげている。

  Lawrenceの詩に於ける花や色の象徴は極めて多彩で

枚挙にいとまがない程である。

  Pomegranate：一（鴉）

   Rosy，tender，g1ittering within the自ssure

   For my part，I prefer my heart to be broken

   It is so Iove1y，dawn＿ka1eidocopic within the

   crack

  Fig：一（男4）

   Why，from si1very peach－b1ossom，

   From that sha11ow＿si1very wine－g1ass on a

   short stem

   This ro11ing，dropping，heavy g1obu1e P

 Med1ars and Sorb－app1es：一（25）

   Like a且ame b1own whiter and whiter

   In a deeper and deeper darkness

   Ever more exquisite，disti11ed in separation

 Purp1e Anemones：一（20）

   Knots of pink，fish＿si1very

   In heaven，in b1ue，b1ue heaven

   Sound1ess，b1issfu1，wide＿rayed，honey bodied

   Red at the core，Red at the core

   knotted in heaven upon the ine1ight．

 Cici1ian cyc1amens：一（27）

   Cyc1amens，ruddy－m耳zz1ed cyc1amens

   In1itt1e bunches1ike bunches of wi1d hares

 Hibiscus and Sa1via F1owers：＿（28）

   Rosy，rosy，scar1et

   And f1ame－rage，go1den throated

   B1oom a1ong the Carso on the1iving，

   perambu1ating bush．

 Roses of a11the wor1d：＿（20）

   By a11the b1ood of the rose－bush into

   being－Strange，that the urgent wi11in me，

   to set Roses＿1eaves that whir1in co1or

   rOund a COre

 Eag1eの威風堂々たる姿態を描いたものとして，

   Sits an eag1e，erect and scorch－breasted；

   From the top of a dark－haired cedar＿bush

   Issuing1ike a great c1oven cand1e一且ame

   With its own a1ien aura（富。）

 又同じ題で次のように歌っている。

   An eag1e at the top of a1ow cedar－bush

   On the sage＿ash desert

   Ref1ecting the scorch of the sm from his

   breast；Eag1e，with the sick1e dripping

   dark1y above（3■）

 Snakeは油のしたたりを感じさせ，そのくねくねと

曲りくねった妖艶な姿態を次のように歌っている。

   He sipped with his straight mouth，

   Soft1y drank through his straight gums，into

   his s1ack1ong body，

   Si1ent1y．（82）

Wha1eは生命の律動でありWha1eがいるから海は

熱く，荒々しくさしせまっている  と‘Wha1es weep

not！’＊で描写している。その他，牛，ライオン等を含

   ＊“Last Poems’’，p．694

（5）
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めて，動物の形体感がenergetiCに描かれている。

  又，魚，コーモリ，カメ，ブドウ，カンガルー等，青

黒，白，茶に織りなされた，灰色に近い明暗のde1iCate

な色彩が，象徴と神秘をあやしく醸し出している。

    This gray，monotonous sou1in the water，

    This intense individua1in shadow，

    Fist－a1ive（33）

  灰色の生きもの一影の申に存在する孤立した魚を描き

‘Bat’の申で，輪を描く黒い虚空の生命一Dark air－

1ife1ooping－Unrhymed Poems，P34ユーそして‘1ike

a g1ove，a b1ack g1ove thrown up at the1ight’と

表現している。

  ‘Kangaroo’では，牡牛，野牛，野豚，狐，白摺，猫

もぐら，ねずみ，海狸，熊等が所狭くひしめき，その申

に一段と陰影を加えてKangar00が存在している。

    Wistfu11ywatching，withwonderfu11iquid eyes

   And a11her weight，a11her b1ood，dripping，

   sack－wire down，Towards the earth，s center

   And the1ive1itt1e＿one taking in its paw at

   the door of her be11y（舳）

  IV Com6I11sio皿：一

  Lawrenceが‘Birds，Beasts and F1owers’以来，

注目すべき詩を出していないこと，詩よりも小説，eSSay

等のStatementが多くなっていることは，彼が啓示を
凝視しつづけるよ’閧ﾞしろ，prOphetとしてevange1ist

として，又didacticmora1istとしてsexの原生へ帰

ることを唱導することにのみ多忙であったためであろう

か。又終生の信条である ’ever1asting is changeab1e

and“momentaneous”＊を追及するのに，nOve1を最

上の思考手段と考えたためであろうか。

   “The nove1is a great discovery＿＿The nove1

   is the highest form of human existence s0

   far attained．WhyP Because it is so incapab1e

   of the abso1ute． In a nove1， everything is

   re1ative to everything e1se， if that nove1 is

   art at a11．（85）

   The nove1is a perfect medium for revea1ing

   to us the changing rainbow of our1iving

   re1ationships．”（86）

 Lawrenceは自己の世界を説教することに多忙のあま

りその世界が，いかにa11egOriZedされつつあるかを

知らなかった。情熱は炎のようにもえあがる。面もその

炎の芯を凝視しながら，遂にその黒き啓示に徹しきれな

かったことは，とりもなおさず芸術家としての宿命とい

   ＊M1isce11any，Moγα〃，ツαma f尻e jVo砂eZ，P．527，

敏  男

1961，Heinemam．

えよう。

    “Idea1ism is exact what Lawrence，at his

    coming－of＿age，wanted七〇get away from：

    and now he has come round七〇it again，his

    creativeness repressed in the creed of a new

    re1igiOn．”（87）

といったPOtterの言葉は正しいといわねばならない。

Lawrenceは自己と， 自己の位置を凝視する機会と冷

静さを失ってしまった。J．M．Murryがいうように，

LawrenceがChristを嫌悪したのは，Christと自分

を同一視しようとする意識を持っていたからであろう。

  Shapiroの

   “The artist who consider himse1f a God is

   either a madman or a crimina1or both，”（38）

が正しいとすればLawrenceはmadmanか。rimina1

か或はその両方がである。A1dingtonがそのすぐれた

Lawrence論の標題として用いた “Portrait of a

genius，but・・・…”の点線のところにも上記のShapir0

のことぱをあてはめようとしたのではなかろうか。

  あまりに強すぎるしawrenceの覇気がa11egOryと

なり，Passionは dogmaになったのであろう。dog－

maには。onvincin9な力はない。 そこにLawrence

の芸術家としての悲劇があるといえよう。

   Yet this very ideo1ogica1 side of D．H．

   Lawrence expesses his sincerity．”（80）

にみられるようにLawrenceの異常なSincerityと

passionが彼の後半のa11egorizedされた作品一さえ，

相当読みごたえのあるものにしたといえよう。

  Lawrence の形而上学の進展は，遂に “Birds，

Beasts，and F1owersに止まるのである。Horace
Gregory は

   “In his1ast years the igure of Lawrence

   resemb1ed in out1ine the 丘gur§of a great

   poet”（40）

と述べているが“Last Peoms”に於けるWhitman

の影響とWhitmanの詩への合一からみる批評であり，

Lawrenceが，詩から小説へ赴いた，やむにやまれぬ動

機（小説は思考の最上の方法であった）からみた批評で

ある。

  かくてLawrenceは，小説家というよりはむしろ詩

人であり“Birds，Beasts and F1owers”はそれを表現

媒介として，心理的には小説から説教へ移るPrOcess

を示しており，彼の芸術的頂点をなしているものといえ

よう。

 Lawrenceを評してV．De．S．Pintoは次のように述

べている。Mi1ton，Tennyson，Pope，Ske1ton，Burns

（6） 中部工業大学紀要



仮面なき 詩人 203

と同列であるが，その何れとも同じでないLawrence

の詩人としての本質を‘Apoetwithoutamask’に

置いているのは特に注目に値するものである。

   “D．H．Lawrence might we11be described as

   a poet without a mask．Near1y a11the famous

   poets of the past have wom a mask of some

   sort．It rnay be a very grand and digniied

   one1ike Mi1ton’s，a gent1eman1y one1ike

   Tennyson’s，one with an ironic smi1e1ike the

   mask of Pope or grotesque1ike that of Burns

   or Ske1ton．”（4■）

 殆んどすべての詩人が，何らかの仮面を冠しているの

にLawrenceは仮面をつけない詩人であるといい，又

R．P．B1ackmurが‘Lawrence and Expressive

Form’（42）で Lawrence の詩の表現形式にふれて

‘poetry without a mask’と述べているのも，偶然の

一致と考えるにはあまりにもLawrenceの詩人として

の本質にふれた見方といわねばなるまい。

 Lawrenceは，いささかの‘てらい’も‘虚飾’もない

詩人であり，如何なる仮面もつけることの出来ない，や

むにやまれぬ詩人なのである。
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